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雑木林 ? ? ? 伐採して再生するしくみ

20 年ほどの伐採 ･萌芽の再生サイクル

雑木林の最大の特徴は、伐採しても根元から萌芽し、それが成長して再び林に戻る再生

サイクルが可能な点です。 林に入った時に根元 (切り株) から二股またはそれ以上の㈱た

ちになっている事があります。 これは、 この地域の人々が木を伐採した痕跡です。 下の図

はコナラの再生サイクルです。 長期間放置すると竹林になってしまします。

大木になった木は、 放置すると林の中に光が差し込まなくなり土や腐葉土、 種子が流れ

瓦礫がむき出しになります。 また、 根返り (根元から倒れる) が起こり山が崩落します。

◎ ･ 雑木林の再生サイクメレ (コナラの例

◎皆伐後
コナラ アズマネザサ
◎伐採後12~ 20年

林球の植物がいっせいに成長する
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◎ 1~ 2年後 多くの萌芽が見られる
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◎伐採後･隠す埠
アがガシワ ◎飯繩撥ゞ 概薙箱理れ※◎林床の植物稲敷30~ 40 (50)

資料 ; ｢里山の雑木林｣ 全国林業改良普及協会、 2000
コ ラ ミズキ アカメガシワ

⑭伐採後 3 ~ 7年、◎林床の描物種数20･ ◎花の數は牝鞠
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@伐採後御~ 50年 ◎伐採後40~ 50年、◎林珠の捕物種数3 ~ 6
◎林床の植物種數5 ~ 7

もやかき

伐採した木は、 切り株から新しい枝が (ひこばえ) が出てきます。 このひとばえを全て

残したのでは細い枝ばかりになります。 1 m ~ 2 m 程度の育った秋から冬に 2 ~ 3 本を残し

て切りましょう。 この作業がもやかきです。

斜面でのもやかきは、 斜面の上側の彦映えを残すよう“こしまし
ノょう。 山の崩落を防ぎま

す。

人工林では、 伐採の後植樹をしていますが、 このよう“こもやかきをして木を成長させる

ことも雑木林の施業です。

もやかきの方法
方法 ･ ひこぱぇが出てから4 ( 6年くらいで行う. めやすは、
萌芽したものが、互いに触れはじめてから“太くて、丈
夫なものを残すようにし、最後は2 ~ 3本まで減らすb

遺具 れコ
蹴的には･木が成長を止める秋~冬がょい“
昔は、うまく管理ができるように、互いの木の間隅がそ
ろえられていたぐ間に生えたアカメガシワ、ヌルデ、ニ
ワトコ、ミズキといった裏生型早生樹は、萌芽株が十分
大きくなってから伐採する“
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1′親株からたくさんのひこばか伸ぴ 父 “第轢毬護粉腰に根(カート熱こしておくと一本一本が細長くなっしで
-浚うので、もやかぎを行う 楽に安全に作業しよう
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